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長崎大学教育学部人文科学研究報告　第29号 63
　譜例⑳のはじめの第11小節の装飾音符を音楽的に奏するために．先づ左手の音を強あに
弾き，右手とのリズムのつり合いが正しく取れる段階になった時点で，左手の音量を自然
に軽くしてまとめるのである。
　第12～16小節のソプラノ声部とアルト声部は大切にしたいとζろである。ソプラノ声部
uの4拍の音符や付点2分音符や付点4分音符等の長い音は，指を鑑盤上にその時聞だけ正
しく置いて，奏者はその指のタッチを意識して音を聞いていなければならぬ。アルト声部
は変更したこの指遣いでやさしく弾くことが出来る。第15～16小節の終結まではゆっくり
弾きおさめるようにする。
　曲の後半も同じ奏法を心掛けるのである。
　プレリュード　第12番』剛oZZ　BWV　942
　ケルナーの写本の中にある曲である。
　2声のインヴェンションである。両手の独立性のためのすぐれた練習曲で，明るい踊り
の動きを感じさせるものがある。
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　譜例⑳の如く8分音符の第1音だけスタッカートにしてキビキビとしたリズムを強調す
る。第2小節の右手の2拍目のリズムと，第4～5小節に於けるそれぞれの2拍目の両手
のリズムは，特に生き生きと歯ぎれよく表現する。
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　譜例㈱の第10小節の音階的順次進行のパッセージでは運指に注意して粒の揃ったcresc．
にする。次はこれに答えて，左手が小気味のよいリズムを3回反復するのであるが，左手
の各拍の第1音に軽いアクセントをつけて，ノン・レガートに動きを強調して行き，決し
てリズムを引きずらぬように注意する。譜例⑳の急速なパッセージは正しい運指を選らび，
トッカータ風な音の流れを確実に作りあげて，rit．をしないで終結するのである。
　以上，12の小プレリュードの各々について，学習上の極めて基本的な諸点をあげたので
あるが，楽譜の一部分のみの掲載で理解しにくい場合もおこると思はれる。然し譜例以外
の部分についても小節数を明示して説明と意見を述べたので，全曲の楽譜を参照して読ま
れることを希望する次第である。
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